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注）①普及見通しは、「次世代自動車２０１０」の「乗用車車種別普及目標」の政府目標普及率の最大値、最小値を適用、
年間販売台数は、毎年500 万台とした。またELV発生予測台数は、販売経過年毎の廃車発生率から算出。
②「ハイブリッド自動車」、「電気自動車、プラグイン・ハイブリッド自動車」を次世代自動車とした。
（次世代車には「クリーンディーゼル車」も含まれるが、通常の使用済み車と同様の処理が可能なことから予測台数には含めず）

③普及台数は2014年実績値を起点として、2020年、2030年計算値との間を直線で結んでいる。

次世代自動車普及見通し・ＥＬＶ発生台数予測

2,500,000

1,750,000

2,500,000

3,500,000

646,000

884,000

1,044,000

次世代車ＥＬＶの本格的な発生は、

2025年以降。（約50万台）

次世代自動車２０１０

乗用車車種別普及目標
（政府目標）

2020年 2030年

最小値 最大値 最小値 最大値

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 ２０％ ３０％ ３０％ ４０％

電気自動車

ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ･ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車
１５％ ２０％ ２０％ ３０％

燃料電池自動車 ～１％ ～３％

981,000
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２．駆動用電池等の対応
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使用済駆動用電池等の各社対応状況

注）各社合計値（使用済車からの発生）
トヨタ自動車㈱、本田技研工業㈱、
三菱自動車工業㈱、日野自動車㈱

ﾆｯｹﾙ水素電池 ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池

回収ｽｷｰﾑ構築 トヨタ自動車㈱、日産自動車㈱、
本田技研工業㈱、マツダ㈱、

三菱自動車工業㈱

富士重工業㈱、日野自動車㈱

トヨタ自動車㈱、日産自動車㈱、

本田技研工業㈱、マツダ㈱、

三菱自動車工業㈱、スズキ㈱

富士重工業㈱、いすゞ自動車㈱、

三菱ふそうトラック・バス㈱

2014年度
回収実績

3,188個
（2013年度：3,083個）

158個
（2013年度：46個）

注）各社合計値（使用済車からの発生）
トヨタ自動車㈱、日産自動車㈱、マツダ㈱、
三菱自動車工業㈱、スズキ㈱、富士重工業㈱、
いすゞ自動車㈱

各社市場投入時に駆動用電池等の回収スキームを構築し、
各関係事業者へ周知並びに解体マニュアル等の情報提供中。



①
引
取
依
頼

②
回
収
依
頼

③回収 ③回収

③輸送

補給部品輸送会社

住友金属鉱山㈱
⑥ 電池原料化

解体事業者（廃車） 販売店（交換電池）

豊通リサイクル㈱ 部品共販店集 約

（愛知陸運））

（住友金属鉱山）

トヨタHV引取受付センター
（24h ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ受付）

豊田ｹﾐｶﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱
⑤ 還元処理・選別

触媒回収便
混載

補給部品の
帰り便活用

（還元炉）

※ﾌﾟﾗｲﾑｱｰｽEVｴﾅｼﾞｰ

（選別機）

（PEVE）

補給部品の
帰り便活用

豊通グループ
に設置・委託

ＰＥＶＥ※／トヨタ
⑦ 電池生産→車両生産

電池原料化
共同研究

6

回収スキームの構築（トヨタの例）
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トヨタ自動車㈱ 日産自動車㈱ 三菱自動車工業㈱

・各社、回収・リサイクルマニュアルを作成し、情報提供中。

解体マニュアル等の情報提供

7（上記マニュアルは代表例）
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使用済ニッケル水素電池のリユース状況（トヨタの例）

使用済みバッテリーをリユースした定置用蓄電システムを
2013年から販売。（車両販売店向け）

太陽光ﾊﾟﾈﾙ
販売店EMS

屋上駐車場

リビルトバッテリー

使用済バッテリーを再利用し省エネ・再エネ・ピークカットシステムへ

全体システム

プリウスバッテリー
を使用

ｽﾏｰﾄｶｰﾎﾟｰﾄ世界初
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使用済みニッケル水素電池の再資源化（トヨタの例 ）

9
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使用済みIMAバッテリーから

レアアースを取り出し、バッテリー材料へ再利用。

バッテリー to バッテリー リサイクル

協力企業：日本重化学工業㈱

使用済みニッケル水素電池の再資源化（ホンダの例）
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使用済リチウムイオン電池のリユース状況（日産の例）

日産自動車株式会社と住友商事株式会社は、電気自動車（EV）に使用されたリチウムイオン

バッテリーの二次利用を行う事業検討のため、2010年9月に「フォーアールエナジー株式会社」

を設立。使用済みリチウムイオンバッテリーの発生が増加する2020年からの二次利用商品

発売に向け、現在実証検証を実施中。
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使用済リチウムイオン電池の再資源化候補施設

②
③

④
⑥

① 施設ロケーション

分類 特徴 候補施設 処理後

電炉 ・放電、分解の前処理が不要。 ① Ａ社 鉄分取得後のｽﾗｸﾞ
は路盤材等に利用。

製錬 ・コバルト等の資源回収が可能。
・炉投入前に放電、分解といった前処理が
必要。

② Ｂ社
③ Ｃ社

電池によってｺﾊﾞﾙﾄ,
ﾆｯｹﾙ等の抽出が可
能。

焼却 ・放電の前処理が不要。
・炉投入口ｻｲｽﾞにより分解の前処理が必要。
・大量処理の設備負荷耐性は検証が必要。

④ Ｄ社 電池によってｺﾊﾞﾙﾄ,
ﾆｯｹﾙ等の抽出が可
能。

ｾﾒﾝﾄ ・ｾﾒﾝﾄｷﾙﾝ廃熱を用いた焙焼処理により
高度な資源回収が可能。
・放電可否については検証中 分解の
前処理が必要。
・廃熱利用の焙焼設備の新設が必要。

⑤ Ｅ社（解体）

⑥ Ｆ社（ｾﾒﾝﾄ）

ｾﾒﾝﾄ事業所は
選定中。

電池によってｾﾒﾝﾄｷ
ﾙﾝ熱を利用しｺﾊﾞﾙﾄ,
ﾆｯｹﾙ,ﾘﾁｳﾑの抽出
が可能。

⑤
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製鋼電気炉による使用済ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池の再資源化例（Ａ社）

モジュール、セル 電気炉処理

または再利用

非鉄、鉄、ハーネス 売却

ダンボール、パレット、プラスチック

売却または、電気炉・ガス化溶融炉処理

電池を電気炉で溶融処理。（電池本体を解体分別後投入）
電池構成素材の一部は電力削減効果、還元剤として活用。

①

②

鉄鋼製品・鉄鋼スラグ 有価販売

ＬｉＢ 装入 溶融処理 出 鋼
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セメント製造プロセスを使用する使用済リチウムイオン
電池の再資源化例（E社F社共同事業）

ｾﾒﾝﾄﾌﾟﾛｾｽおよび非鉄製錬における破砕選別技術を応用した
金属資源再資源化ﾘｻｲｸﾙを実証中。

非鉄製錬抽出
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３． 燃料電池車（ＦＣＶ）への対応



ＦＣＶ（燃料電池車）とは？

◆燃料電池（ＦＣスタック）と、駆動用バッテリー

の電力により、モーターで走行

◆燃料は水素、走行時に発生するのは水のみ

【ＦＣスタック】

◆水素タンクから供給された水素ガスと、車外から

取り入れた空気中の酸素を

化学反応させ、300V以上の
高電圧を発生します。

16



【水素タンク】

充填圧力70MPa(700気圧相当)の高圧水素ガスを
貯蔵する、炭素繊維強化プラス

チック(CFRP)製タンク。
ＭＩＲＡＩには、２本使用。

【駆動用バッテリー】

充放電可能で、200V以上の電圧を持つ高電圧電池。
減速時にモーターによって回収

されたエネルギーを電気として

貯蔵、加速時に燃料電池の

出力をアシスト
17

ＦＣＶ（燃料電池車）とは？



解体マニュアルについて

◆１５年３月１３日（金）にトヨタＨＰに公開
http://www.toyota.co.jp/jpn/sustainability/environment/recycling_based/proper_disposal/

◆諸注意事項の展開と、水素タンクからのガス抜き

＆くず化、駆動用バッテリーやＦＣスタックの取外し

及び、回収・リサイクルの手順を公開

18
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FCV解体デモの実施（トヨタ）

自リ法３条：『自動車の構造等の情報提供』に鑑み、FCV解体作業
への理解促進を図るため、ELV機構へのﾃﾞﾓを実施。

タンク降ろし

*

*当面の極少量の廃車発生時にはメーカーがサポートチームを派遣し、解体処理作業を支援。

ガス抜き



次世代自動車に用いられる炭素繊維複合材料のリサイクル性に関する調査

自工会による調査
１．CFRP材料の燃焼性の確認
①大気中での燃焼温度の影響

②酸素濃度の影響

ﾃｽﾄﾋﾟｰｽ □25mm

・プロック形状を完全燃焼させるためには高酸素濃度雰囲気で90分が必要
・粉砕薄片品は大気雰囲気で8分での燃焼が可能。（別実験で確認済み）

２．CFRP製タンクの破砕性・燃焼性の確認

燃焼残渣

燃焼状態

＊タンク等の肉厚部品でも既存破砕機での破砕は可能。
＊破砕により薄片にできれば燃焼による処理が容易になる。

経産省関連予算での調査

酸素20%

酸素40%

酸素12%（大気中）

600̃1200℃（大気中）での差は小さい

酸素濃度の影響は大きい

①CFRP製タンク屑化品

②CFRPタンク破砕物

＊極少量のCF残渣が観察された

③ガス化溶融炉からのスラグ

破砕性の検討およびサーマルリサイクル施設での処理方法の検討を継続して実施する

酸素20%

20
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以 上


